
LIP とは…… Local Information Paper の頭文字をとったものです。  

「ＬＩＰ編集局」 

https://love-dugong.net/lip/  

連絡先 
メールアドレス：lip＠love-dugong.net 
TEL 070-5653-6913(18 時以降) 

ＬＩＰ（りっぷ）は、枚方市民発の 

福祉・教育・文化・環境・ボランティアなどの 

情報を掲載する地域密着型情報紙です。 

２０２３年３月号 

├ 天国への階段(14)  間違えた上着 

├ 東大阪のシェアハウス紹介 

├ STEMz マンガ文庫 蔵書紹介 

  AIがヒトとして生きる世界を描いた『AIの遺電子』 

├ 枚方にゆかりの本 五行歌集『あの山のむこう』 

├ 今月の五行歌 

├ なんちゃって農業女子(21) 

├ 秀作エッセイ「私の主治医」 

├ イベント紹介／会計報告 

東⼤阪・瓢箪⼭の シェアハウス P2P-encount- 

〜 元ひきこもりが考えた理想のまなび家 〜    （３ページに紹介記事） 



（エッセイ 天国への階段）       ＬＩＰ ２０２３／０３ 
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（シェアハウス Ｐ２Ｐ）      ＬＩＰ ２０２３／０３ 

〈３〉 

 うちの近くの「たゆらぎ」（*）での展示会で知り

合った「ぷぅすけ」（野出昭夫）さん。ご自身、ひき

こもり・うつ病を経験しながらもＷＥＢデザイナー

として自立されてました。 

 その「ぷぅすけ」さんが、なんと、シェアハウス

を立ち上げた、と知って、見学会に行ってきました！ 

 

 場所は生駒山のふもと、東大阪・瓢箪山。 

 近鉄の駅を降りると、ノスタルジックな昭和風商

店街。そこから徒歩１５分の住宅街の中に、シェア

ハウスはありました。 

 

 シェアハウスというのは、プライベートな部屋は

ありながら、トイレ・浴槽・洗面台・リビング・キ

ッチンなどを共有して住む賃貸物件です。 

 しかもここは、 

◇STEP ① セルフメンタルケアを学ぶ 

◇STEP ② 管理栄養士による、こころと身体の”美

食”プログラム 

◇STEP ③ 経済的自立を目指せるWEB制作を学ぶプ

ログラム 

という、元ひきこもらーの「ぷぅすけ」さんならで

はの、知恵と工夫がほどこされています。 

 

◆ここだけでひきこもって暮らせる︕ 
  ⼣⾷のまかない付き︕◆ 

 

 実際に見学させてもらいました！ 見学して、わ

たしの学生時代の昭和な下宿を思い出しました(^^;。 

 玄関を入ると、１階には広い共有スペースがあり、

トイレ・お風呂・キッチンなどはここにあります。

リビングルームにもなっています。 

 個室は、１階に１部屋。２階に５部屋になってお

り、各部屋は、６畳間。完全に独立した部屋構成に

なっていて、プライバシーは守られています。 

 

 住み込みで管理人をされているのは、「ぷぅすけ」

さんのお母さん。管理栄養士さんの作ったメニュー

を、お母さんが調理し、提供されるそうです。 

 わたしも見学会で食べさせてもらいました。古き

良き時代の温かい家族的雰囲気で食卓を囲みました。

昭和的温かさや緩さを保ちながら、現代的なシェア

ハウスになっています。 

 そして、食卓もある共有スペースは、いまどきの

コワーキングスペースにもなってます。STEP③でＷ

ＥＢ制作を学べば、ひきこもったまま開業して経済

的にも自立を目指すことも可能だと思います。なに

より、現役のＷＥＢデザイナーである「ぷぅすけ」

さんが身近にいて相談に乗ってくれるのが心強い。 

* https://tayuragi.com/ 

（文／わたなべ：ＬＩＰ編集局） 

 

東大阪・瓢箪山の 〈シェアハウス P2P-encount-〉 

～ 元ひきこもりが考えた理想のまなび家 ～ 

 

ぷぅすけさんのご挨拶 

 

「ひきこもりの自立を応援する」目的 

重視型のシェアハウスです。 

僕自身、うつ病の精神障がい者２級 

で苦しい思いをしてきました。そのため、自然と

ひきこもりになりました。 

しかし、ほぼ独学で WEB デザインを学び、フ

リーWEB デザイナーになり今では、悪いストレス

がなく、楽しく生きることができるようになりま

した。 

その過程で僕が最も大切だと感じた、セルフメ
ンタルケアとPC などの IT 技術、日常生活のスキ

ル。それらの環境を専門家の医師・管理栄養士と
共に再現することができました。 

ノウハウを全力で仲間に共有し、仲間から仲間
へ(Peer to Peer）やさしさを伝えていきたいと思っ

ています。 

ぜひ、一緒に成⻑していきましょう！ 

https://peer2peer.jp/p2p-encount/ 
電話 06-4400-2798 

メール a-noide＠peer2peer.jp 



（マンガ文庫 蔵書紹介）       ＬＩＰ ２０２３／０３ 

〈４〉 

 2022年はきっと数年後にはAI元年と呼ばれるように
なるんでしょうね。AIなんて最先端技術は一般人には
無縁かと思いきや、無料で使えるツールも多いです。
実際に触ってみると、AIと張り合うのは無意味だと思
うでしょう。これからはAIをどう使いこなしてより品
質とスピードを上げるかが重要になってきます。 
 
 今回は技術革新がひしめくAIをテーマにしたマンガ
『AIの遺電子』と、巷で話題のChatGPTについてご紹介
します。 
 

ChatGPTってどんなヤツ！？ 
 
ずばり、「オリジナルのテキストを生成することができ
る人工知能ツール」です。使い方は簡単。日本語にも
対応してますし何より無料！百聞は一見にしかず、実
際に使ってみました！ 
 

 
 

どうですか？「教育現場や教育政策にも影響を与えてい

る」だなんて、すごいー！
���� 

ちょっと誇張部分もありそうですが、団体の説明として

はほぼ問題ないんじゃないでしょうか。 

ChatGPTを使うのにコツは必要ですけど、使い慣れたら

調べ物や、素案の作成にとっても役立ちます！ChatGPT

は要点をまとめるのがとてもうまい！ChatGPTが出し

た文章から事実情報で間違っているところを修正した

り、補足を追加するだけでそれなりの文章がすぐできて

しまいます。 

 

デスクワークが格段に楽になるのは間違いなしな

ChatGPT！これから社会に出る子どもたちは、AIが作っ

た素案をブラッシュアップさせて、アレンジするスキル

が必要になってくるでしょう。文章の最低レベルが上が

ってしまい、より分かりやすく、かつオリジナリティが

ある物を作らなきゃいけなくなる…
���	恐ろしい世界に

なりそうです。 

 

 

シンギュラリティ後の世界を描く 

『AIの遺電子』：著 山田胡瓜 

 全8巻 蔵書8巻 
 AIが道具としてではなく、ヒトとして共存する未来
は来るのか⁉いつか人類が到達するかもしれない未来
を描くSFマンガです。「本当に人類の未来に繋がってい
るかも？」と錯覚しそうになるくらいマンガの背景に
ある技術革新にリアリティがあり、AIが実用化された
世界をもっと想像したくなる、そんな作品となってい
ます。 

 
 映画やマンガといったフィクションの世界での出来
事が、すこしずつ現実味を増してきました。自分の仕
事が奪われそうだと怖く感じるとすれば、それは知り
たくないと事実から目を背けているからだと思います。
知ってしまえば『AIの遺電子』の世界はまだまだ遠い
未来の話だと理解できるはず。一方で、現実世界でAI
抜きで生活できなくなる日が近いのもまた事実。ITや
プログラミング技術は私には関係ないと思わずに、ま
ずは触ってみてほしいと思います。無縁で居続けるに
は人生は長すぎるから。 
 
『AIの遺電子』は2023年7月にアニメが放映開始されま
す。ぜひチェックしてみてくださいね！ 
 

（みんなでつくる学童STEMs そふえ） 
[ STEMz マンガ文庫 ]で検索！ 

STEMz マンガ文庫 蔵書紹介 

AI の躍進を感じずにはいられない今こそ読みたい！ 

AI がヒトとして生きる世界を描いた『AI の遺電子』 



枚方にゆかりの本          ＬＩＰ ２０２３／０３ 

〈５〉 

 五行歌集『あの山のむこう』は、ひらかた歌会

で活動している中島さなぎさんの処女歌集です。

新書版で、１５１頁。緑の山に青い池、白い鳥が

飛ぶ、ノスタルジックな表紙が「手に取って読ん

でみて。きっといいことありますよ～」と語りか

けてくれるよう。 

 

星空凌駕する 

大朝焼け 

昨日を 

今日が 

越えていく 

 

 山ガールの中島さん、最初の章は山のうた。雄

大な山のけしき、そしてそれを登って行く自らの

心のありさまを振り返るうたも。しんどい山登り

の先に、はるかな絶景。人生もまたそれに似てい

るのだろうと感じられてきます。 

 山に登り、空を見て、心楽しませる日々。やが

て新型コロナウィルス感染症が地上を席巻します。 

 

空っぽの駐車場 

無人の観覧車 

春を閉じ込め 

ひらパー 

凍結 

  ※２０２０年緊急事態宣言 

 

 中島さんの自宅マンションはひらかたパーク

（ひらパー）のすぐ近く。休日はどんどん車で埋

まっていく駐車場を、ベランダから見るのが常だ

った、そんなのどかな日常は消え失せてしまいま

した。 

 皮肉にも、新型コロナの大流行が今回の歌集上

梓のきっかけとなったということ。不安のなかで、

五行歌をつくることで精神の安定が得られた、や

りたいことは先送りせず、今やっておこう。そん

な気持ちで歌集が誕生したとあとがきにあります。 

 

  誰かの着信鳴り止まず 

  家族になにか 

  親戚死んだか 

  勤務中だけど 

  皆ロッカーに走る 

 

  降りだす雨 

  宅配男子 

  体ごと 

  傘にして 

  走る 

 

 現代の社会生活を鋭い視点でうつすうた。そし

て、ロマンチックなうたもあります。 

 

  十三夜の月が 

  照らしているかしら 

  桂浜の遊歩道 

  片方落とした 

  金色イヤリング 

 

 五行歌集『あの山のむこう』は、書店や Amazon

で注文可能。枚方の図書館にもあり、枚方市駅横

のひらかたサンプラザ３号館４階の男女共生フロ

ア・ウィルの「登録団体コーナー」でも閲覧可能

です。          （とよたかあきえ） 

枚方にゆかりの本 

五行歌集『あの山のむこう』 

五行歌集『あの山のむこう』 

著者  中島さなぎ 

発行所 市井社 そらまめ文庫 

発行日 ２０２３年１月２５日 

定価  ８８０円（本体８００円＋税10％） 



（五行歌／農業女子）         ＬＩＰ ２０２３／０３ 

〈６〉 

 我が家の畑（ニコニコファーム）は、３年ほ

ど前に知り合いから借り受けた有機無農薬の自

然農（前回も言ったけど・別名「ほったらかし

農園」）で野菜栽培をしております。 

 今回のお話は、なぜか毎年（春も秋も）豊作

が続いているじゃが芋につい

てです。 

 以前にもお話しましたが、じ

ゃが芋は初めて農業の勉強を

した 2019 年の秋に、これまた

本当に初めて実習農園で自分

で栽培して、めちゃくちゃ美味

しかったので、その味が今でも

忘れられません。素人でも比較

的簡単に栽培できる野菜なの

で、野菜作りに興味のある方は

ぜひチャレンジしてほしいで

す。前にも書いたかもしれませ

んが、土の袋でも栽培可能です

ので、畑無くても楽しめますよ。 

 植え付けから収穫まで、ポイ

ントがいくつかあります。畑の

場合は「30cm」くらいの深さま

で耕すことと、植え付けの間隔

（株間）も 30cm くらいはあけ

て、根が張れるようにしてほし

い、ということです。また後日

途中経過の時にお話しします

が「芽かき」と「土寄せ」作業

をタイミング良く行わなければなりませんが、

ほったらかしていても、大きな問題はありませ

ん。（笑） 

 写真①は、種芋の「芽出し」と言って、購入

した種芋を 1 週間くらい日光浴させて、発芽を

促すのです。写真の芋は「男爵」

です。次に写真②、これは、芽

出しを終えた種芋を植える芋

の大きさを「1 個 30ｇ～60ｇ」

になるように、縦に半分又は３

つ切りや４つ切りにして、切り

口を乾燥させてます。切って直

ぐに植え付ける場合は、切り口

に灰を塗って腐り防止にする

方法もあります。私は３～４日

乾燥させて腐敗防止する方法

で行います。 

 あとは植え付け。月の満ち欠

けは植物にも影響があるので

「新月」から「満月」に向かう

月の満ちる期間に植えようか

な？？ ２月 20 日から３月６

日の間で、雨降る前の日が良い

のですけどね……さて、次回ま

でに植え付け完了することが

出来るのか……次号につづく 
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五
⾏
歌
︵
ご
ぎ
�
う
か
︶
と
は

…
…
五
⾏
で
書
く
短
い
詩
︒

字
数
や
季
語
な
ど
の
制
限
は
な
く
︑
⾃
分
の
お
も
#
た
こ

と
︑
感
じ
た
こ
と
を
︑
そ
の
ま
ま
⾔
葉
に
し
て
書
き
ま
す
︒

枚
⽅
で
は
︑
五
⾏
歌
ひ
ら
か
た
歌
会
が
︑
８
⽉
を
除
き
⽉
⼀

度
歌
会
を
⾏
#
て
い
ま
す
︒

 

(連
絡
先
@
a
k
k
ie
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y
o
ta
k
a
＠
g
m
a
il.c

o
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ま
た
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写真① 

写真② 



（秀作エッセイ）           ＬＩＰ ２０２３／０３ 

〈７〉 

私
の
主
治
医 

⾕
た
か
⼦ 

 

私
が
初
め
て
北
村
先
⽣
に
お
会
い
し
た
の
は
も
う
三
⼗
年
近
く

前
の
こ
と
だ
�
た
︒ 

 

独
り
暮
ら
し
の
実
家
の
⽗
親
は
︑
七
⼗
⼆
歳
の
時
に
脳
梗
塞
を
患

い
︑
近
く
の
救
急
病
院
へ
搬
送
さ
れ
た
︒
そ
の
病
院
は
以
前
に
⺟
親

が
ク
モ
膜
下
出
⾎
で
運
び
込
ま
れ
︑
亡
く
な
�
た
病
院
だ
�
た
︒ 

 

⼀
部
屋
に
⼗
⼈
ぐ
ら
い
の
患
者
が
⼊
り
︑
夜
中
も
救
急
患
者
の
出

⼊
り
で
バ
タ
バ
タ
し
て
︑
と
て
も
眠
れ
る
よ
う
な
環
境
で
は
無
か
�

た
︒
お
ま
け
に
⾷
事
と
き
た
ら
ど
こ
か
の
弁
当
屋
に
注
⽂
し
た
様
な

パ
g
ク
⼊
り
の
冷
め
た
弁
当
だ
�
た
︒ 

 

脳
梗
塞
は
緊
急
時
さ
え
乗
り
越
え
れ
ば
あ
と
は
リ
ハ
ビ
リ
が
メ

イ
ン
に
な
る
︒
私
は
⽗
親
を
⾃
宅
近
く
の
柏
原
市
⽴
病
院
に
転
院
さ

せ
た
︒
そ
の
時
お
世
話
に
な
�
た
の
が
北
村
先
⽣
だ
�
た
︒
先
⽣
は

若
い
時
か
ら
⽩
髪
が
多
く
︑
物
静
か
で
優
し
い
感
じ
の
内
科
医
だ
�

た
︒ 

 

⽥
舎
町
の
市
⽴
病
院
は
病
室
も
広
々
と
し
た
四
⼈
部
屋
で
︑
何
よ

り
う
れ
し
か
�
た
の
は
⾷
事
が
温
か
か
�
た
事
だ
�
た
︒
⼣
⽅
六
時

に
な
る
と
保
温
設
備
の
あ
る
ワ
ゴ
ン
⾞
で
運
ば
れ
て
く
る
⾷
事
は

美
味
し
く
て
︑
好
き
嫌
い
の
多
い
⽗
も
喜
ん
だ
︒ 

 

退
院
後
も
平
野
区
の
実
家
か
ら
通
院
し
た
が
︑
送
り
迎
え
が
⼤
変

な
の
で
︑
⽗
の
知
り
合
い
の
タ
ク
シ
¯
運
転
⼿
に
頼
ん
で
柏
原
ま
で

往
復
し
て
も
ら
�
た
︒ 

 

そ
の
後
も
⽗
は
脊
柱
管
狭
窄
症
で
歩
け
な
く
な
り
︑
柏
原
病
院
で

⼿
術
し
て
⾒
違
え
る
ほ
ど
元
気
に
な
�
た
︒ 

  

⽗
親
が
脳
梗
塞
を
再
発
し
て
倒
れ
た
の
は
︑
最
初
の
発
症
か
ら
七

年
後
︒
と
う
と
う
半
⾝
不
随
に
な
�
て
し
ま
�
た
︒
⾷
事
も
普
通
⾷

が
摂
れ
な
く
な
り
︑
ミ
キ
サ
¯
⾷
と
な
�
た
︒
元
々
⾷
の
細
い
⽗
は

病
院
の
⾷
事
を
全
く
⾷
べ
よ
う
と
も
し
な
い
︒
困
り
果
て
た
私
は
︑

⽗
親
の
⾒
向
き
も
し
な
い
⾷
事
を
味
⾒
し
て
驚
い
た
︒
何
！
？
こ
の

味
は…

…

丼
に
⼊
れ
ら
れ
た
ド
ロ
ド
ロ
の
⿏
⾊
の
物
体
は
お
よ
そ

⼈
間
の
⾷
べ
物
で
は
無
か
�
た
︒
⼀
⼈
前
の
病
院
⾷
を
全
て
ミ
キ
サ

¯
に
放
り
込
ん
で
あ
る
の
で
︑
⽶
も
野
菜
も
⿂
も
︑
全
て
が
ド
ロ
ド

ロ
に
混
ざ
�
て
い
る
︒
⽗
が
⾷
べ
た
く
な
い
理
由
が
よ
く
分
か
�
た
︒ 

 

市
⽴
病
院
に
は
⼆
か
⽉
し
か
居
ら
れ
な
い
と
い
う
規
則
が
あ
�

た
︒
私
は
⽗
親
の
転
院
先
を
探
さ
ね
ば
な
ら
な
か
�
た
︒ 

  

探
し
当
て
た
病
院
は
私
の
職
場
の
近
く
だ
�
た
︒
電
話
し
て
下
⾒

に
⾏
く
と
⼋
⼗
歳
近
い
婦
⻑
さ
ん
が
親
切
に
応
対
し
て
相
談
に
乗

�
て
く
れ
た
︒ 

﹁
四
⼈
部
屋
は
順
番
待
ち
の
⼈
が
沢
⼭
い
て
︑
い
つ
⼊
院
で
き
る
か

分
か
り
ま
せ
ん
よ
︒
そ
ん
な
に
急
ぐ
の
な
ら
︑
と
に
か
く
個
室
に
⼊

�
て
み
な
さ
い
︒
後
は
私
が
院
⻑
に
⾔
�
て
何
と
か
⼒
に
な
り
ま
し

�
う
﹂
婦
⻑
は
そ
う
⾔
�
て
く
れ
た
︒ 

﹁
婦
⻑
さ
ん
︑
患
者
さ
ん
の
お
⾷
事
を
⾒
せ
て
頂
け
ま
せ
ん
か
？
﹂

失
礼
な
事
と
は
知
り
な
が
ら
︑
私
は
事
情
を
話
し
て
お
願
い
し
て
み

た
︒ 

﹁
じ
�
あ
調
理
室
へ
⾏
き
ま
し
�
う
か
﹂
⼣
⾷
の
準
備
中
だ
�
た
調

理
場
を
⾒
せ
て
貰
�
た
︒ 

 

ミ
キ
サ
¯
⾷
は
︑
お
粥
と
お
皿
と
⼩
鉢
が
あ
�
て
︑
こ
こ
で
は
⿂

は
⿂
︒
ほ
う
れ
ん
草
は
ほ
う
れ
ん
草
だ
け
︑
⾖
腐
は
⾖
腐
︒
そ
れ
ぞ

れ
の
味
が
し
て
︑
⾃
分
が
今
︑
何
を
⾷
べ
て
い
る
か
良
く
分
か
�
た
︒ 

﹁
ぜ
ひ
⼊
院
さ
せ
て
く
だ
さ
い
︒
お
願
い
し
ま
す
﹂ 

 

⼀
⽇
の
個
室
料
⾦
は
四
千
円
か
か
る
が
︑
こ
の
病
院
に
⼊
れ
て
あ

げ
た
い
と
い
う
思
い
が
突
き
上
げ
て
き
た
︒
あ
れ
程
⾷
欲
の
無
か
�

た
⽗
親
も
︑
こ
の
病
院
で
は
毎
⾷
完
⾷
し
た
︒
私
は
嬉
し
く
て
涙
が

溢
れ
て
き
た
︒ 

 

そ
の
病
院
で
七
年
間
お
世
話
に
な
�
て
︑
⽗
は
亡
く
な
�
た
︒ 

  

北
村
先
⽣
は
そ
の
後
市
⽴
病
院
を
退
職
し
︑
病
院
近
く
に
内
科
医

院
を
開
業
し
て
い
た
︒ 

 

当
時
の
私
は
⼈
間
ド
g
ク
で
⼼
臓
弁
膜
症
を
指
摘
さ
れ
︑
難
波
の

ク
リ
ニ
g
ク
で
経
過
観
察
を
受
け
て
い
た
が
︑
近
所
に
か
か
り
つ
け

医
を
探
し
た
い
と
思
�
て
い
た
の
で
︑
思
い
切
�
て
き
た
む
ら
医
院

を
訪
れ
た
︒ 

 

⽗
親
が
市
⽴
病
院
を
退
院
し
て
か
ら
︑
既
に
⼋
年
近
く
の
⽉
⽇
が

経
�
て
い
た
︒
⽗
や
私
の
事
な
ど
覚
え
て
お
ら
れ
る
は
ず
が
な
い
と

思
�
て
い
た
︒ 

 

先
⽣
は
私
の
顔
を
⾒
て
カ
ル
テ
の
名
前
を
⾒
て
︑
少
し
考
え
て

か
ら 

﹁
柏
原
病
院
に
来
て
お
ら
れ
ま
し
た
よ
ね
﹂
と
⾔
い
出
し
た
︒ 

﹁
確
か
︑
お
⽗
さ
ん
の
付
き
添
い
で…

…

⼿
厚
い
介
護
を
さ
れ
て

い
ま
し
た
ね…

…

お
名
前
は
⽩
井…

…

重
孝
さ
ん
で
し
た
か
ね

…
…

﹂ 

 

市
⽴
病
院
で
も
︑
ど
れ
だ
け
多
く
の
患
者
を
診
て
こ
ら
れ
た
こ

と
だ
ろ
う
︒
そ
れ
な
の
に
⼋
年
も
前
の
患
者
の
名
前
を
フ
ル
ネ
¯

ム
で
覚
え
て
お
ら
れ
る
の
に
も
驚
い
た
が
︑
付
き
添
い
の
家
族
の

顔
ま
で
覚
え
て
い
て
下
さ
�
た
の
だ
︒
何
か
温
か
い
も
の
で
胸
が

⼀
杯
に
な
�
て
き
た
︒ 

﹁
こ
の
先
⽣
に
な
ら
命
を
預
け
ら
れ
る…

…

﹂
私
は
⼼
か
ら
そ
う

思
�
た
︒ 

  

そ
れ
か
ら
⼗
数
年
︒
仕
事
の
ス
ト
レ
ス
か
ら
解
放
さ
れ
た
事
も

あ
�
た
の
だ
ろ
う
か
︑
私
の
⼼
臓
は
す
�
か
り
良
く
な
�
た
よ
う

で
︑
今
年
の
⼈
間
ド
g
ク
で
は
﹁
な
ん
の
症
状
も
あ
り
ま
せ
ん
の

で
⼼
臓
の
事
は
忘
れ
て
い
い
で
す
よ
﹂
と
⾔
わ
れ
た
︒
そ
の
こ
と

を
先
⽣
に
報
告
す
る
と 

﹁
⾕
さ
ん
は
優
良
患
者
で
す
ね
﹂
と
⾔
�
て
に
�
こ
り
微
笑
ま
れ

た
︒ 

  

⽗
親
は
体
も
弱
く
︑
事
故
で
指
も
失
く
し
障
が
い
者
と
な
�
た
︒

決
し
て
甲
斐
性
の
あ
る
親
で
は
無
か
�
た
︒
だ
が
︑
内
科
も
⻭
科

も
⽗
親
の
お
陰
で
︑
本
当
に
気
⼼
の
知
れ
た
︑
よ
い
お
医
者
さ
ん

に
巡
り
合
う
こ
と
が
出
来
た
︒
遺
産
ら
し
い
も
の
は
残
し
て
く
れ

な
か
�
た
け
れ
ど
︑
私
の
健
康
を
守
�
て
く
れ
る
⼈
々
に
引
き
合

わ
せ
て
く
れ
て
い
た
︒ 

 

何
よ
り
も
有
難
い
財
産
だ
と
思
�
て
い
る
︒ 
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イラスト 表紙：平井由恵 

ＬＩＰ会計報告（前号以降） 

金額(円) 内容 

37,598 前号から繰り越し 

4,000 寄付 

▼736 郵送代 

▼500 ロッカー代 

▼3,990 ２月号印刷代 

36,372 計（次号へ繰り越し） 

 

応援ありがとうございます♪ 

沖野純子さん 匿名希望さん 

STOP WAR NOW 

【 枚方自閉症児（者）親の会 】 
自閉症だけでなく生きづらさを感じながら生きている人、その保
護者や関係者の方々。どうぞフリートークでご参加ください。話
すことにより、何か新しいことに気づけるかもしれません。 
◆日時：３月15日（水）10：00～12：00 
    ４月10日（月）10：00～12：00 
◆場所：ラポールひらかた ４階共用ルーム 
※連絡先 松崎 072-845-3014 さんなみ 072-868-9929 ◆この３月で勤め先を定年退職となります。４月から

どんな生活をしようか、思案中です。自分にできるこ

と、好きなことをやって、周りの人の役に立つことが

できたら嬉しいのですが、それって、フリーランスと

して生活していくことかなぁと思ったり。「よろず」

フリーランスとして開業できませんかね。（ｗ） 

 

◆ＬＩＰは市民が書き、市民が読む地域密着型情報紙

です。あなたも紙面に登場してみませんか？ 

「今は戦争前夜なのか？ ― 私達への増税で軍事費倍増か？」 
◆日時 ３月19日（日） 14：00～16：00 
◆会場 青年の家２０４号室 
    （京阪交野市駅から徒歩４分） 
◆講師 平和と生活をむすぶ会の講師 
◆主催 憲法とくらしを考える会 
◆連絡先 072-892-4938（松村） 
◆参加費 500円 
専守防衛から敵基地攻撃能力（反撃能力）の保有へ、国民に図ら
れることなくこの国の在り方が変えられつつあります。私達のく
らしにはどんな影響があるのでしょうか？共に考えてみません
か？ 

----第２７回「障害」のある子どもの高校進学を考える学習会---- 
◇とき：３月26日（日）午後1時半～4時45分 
◇ところ：ラポ－ルひらかた ３階研修室１ 
 枚方市新町２-1-35 ℡072-845-1602 
 駐車場：障害者用 
 京阪枚方市駅下車 北へ500メ－トル 
◇内容： 
①卒業、入学、成人、就職などのお祝い 
②来年度に向けた大阪の高校受験情報 片岡次雄さん 
③お話し：私が経験したこと、考えたこと 
 1）成人式を迎えた息子の学校生活と今（仮）中井敬明さん 
 2）高校を卒業する息子と歩んでいる道（仮）竹村文子さん 
 3）息子と私と五行歌 豊高明枝さん  
④フリートーク 会場とZOOMをつないで質疑と意見交流 
⑤終了後、小さな疑問にお答えする進路相談会 

◇参加協力費 （資料代等）１家族３００円 
◇申し込み：ZOOM参加者の方のみ、松森宛にメ－ルで申し込む。 
 松森のアドレス：matumori＠crux.ocn.ne.jp   
 会場参加者は、申し込みは要りません。当日にどうぞ！ 
◇問合せ 松森：090-1960-3469 
     関山：090-2599-6162 
◇主催：知的障害者を普通高校へ北河内連絡会 
◇共催：寝屋川市の義務教育における医療的ケアを考える会 
◇後援：大阪府教育庁 

【参加者募集】 放課後クラブ「チャレンジ・キッズ」 
情報交換・交流会 

 子どものことで、迷ったときに相談したり、悩みを打ち明けら
れる場があればいいなぁ……。そんな思いで集っています。 
 支援者を交えて、気楽におしゃべり情報交換しませんか。 
◇2023年度活動予定： 
日 時：４/14（金）,６/９（金）,８/３（木）,10/13（金） 
    12/８（金）,2024年２/９（金） 
    10時30分～15時くらい（遅刻早退ＯＫ、出入り自由） 
場 所：ラポールひらかた  参加費：無料 
問合せ：c-k＠love-dugong.net または、 
      090-5893-5635（16時以降 豊高） 
（予定変更の場合もありますので、必ずご確認願います。） 
下記ブログにて、随時情報を掲載しています。 
    http://ameblo.jp/challengekids81573/ 
（「チャレンジ・キッズ」「アメブロ」で検索してください） 

【木村英生写真展】 私が見てきた「被災地」福島５ 
～原発事故の教訓って何だろう？～ 

☆展示期間：２月27日（月）～３月30日（木） 
☆展示時間：9：30～19：00 （日曜は17時まで） 
☆場所：アネックスパル法円坂１階市民ギャラリー 
 大阪市中央区法円坂 1-1-35 
（JR環状線・地下鉄森ノ宮駅歩8分） 

 

【写真展記念講演会】 
福島第１原発事故から１２年「教訓」はどこへ行った？ 
～コンセントの向こう側で起きていることを考えよう～ 

◇日時：３月18日（土） 14:00～ 
◇場所：アネックスパル法円坂 
◇参加費：無料 
◇講師：木村 英生（あいむひぁ大阪・大阪市立中学校教員） 


